
みどりの基本計画とは 
「みどりの基本計画」は、都市緑地法第 4 条に基づき市町村が定める計画で、中長期的な視野に立って、緑地の適正な

保全及び緑化の推進に関する施策を総合的かつ計画的に実施するため、その目標と実現のための施策等を内容として策定

するみどりとオープンスペースに関する総合的な計画です。 

小平市のみどりの保全・整備や活用のあり方等に関し、概ね 10 年後を見通しつつ、目指すべきみどりの将来像とそれを実

現するための各種取組の方針などを定めます。 

 

みどりのまちづくりに取り組む 

みどりの将来像の実現に向けて、以下の基本方針に対応した施策による取組を進めていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

緑化重点地区 

市内全域を緑化重点地区と位置付け、みどりのまちづくりを

進めていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

みどりを取り巻く課題 

（１）小平らしいみどりの保全・育成、継承 

みどりの骨格である小平グリーンロードなどの小平らしい個性豊かなみどりについて、保全・育成しつつ、次世代に

受け継いでいくことが求められます。 

（２）みどりの適切な維持管理と新たな公園・緑地の整備 

老木の増加に対し、周辺環境への安全性の確保や樹木に求められる効用を踏 

まえつつ、計画的な更新が求められるとともに、新たな公園・緑地の整備について 

は、用地の確保の見通し等を考慮しながら計画的に進めることが必要です。 

（３）みどりが持つ機能の活用 

防災や地域交流、子育て、福祉の場の提供、さらにはにぎわいづくりなどの面か 

ら、みどりが持つ機能を引き出しながら積極的にみどりを活用していくことが必要で 

す。 

（４）多様な生物が共生する質の高いみどりの創出 

地球環境問題が深刻化する中、温暖化対策、生物多様性の観点から、みどりの保全と創出、自然資源の利用 

の推進、生物の保全等に取り組むことが求められます。 

（５）協働によるみどりの取組の推進 

市民団体等による公園や樹林地の維持管理や自然とのふれあいの促進等の様々な活動の発展を図るとともに、

地域のみどりのまちづくりを担っていく人材の発掘・育成等が必要です。 

 

（1） 様々な活動の場としてのみどりの活用 

（2） みどりやみどりのまちづくり活動等にかかる 

情報の発信 

 

 

 

 

市民生活や様々な活動の中でみどりを活かそう 

 

 

 

（1） みどりのまちづくりの活動団体との連携 

（2） みどりのまちづくりの仕組みづくり 

（3） みどりや環境に関する専門家等との連携 

（4） みどりに親しむ、学ぶイベント等の実施 

 

 

 

（１） みどりの骨格となる小平グリーンロードの充実 

（2） 公園・緑地・用水路等の整備・維持管理 

（3） みどりの多様な機能を持つ農地の維持・保全 

（4） 樹林地や社寺林等の保全・充実 

（5） 公共施設や住宅地、事業所等における緑化の推進 

（6） みどりを活かした良好な街並み景観づくり 

（7） 生物多様性の保全に向けた取組の推進 

（8） 防災に役立つみどりの充実 

（9） 環境負荷低減に向けたみどりのまちづくりの推進 

 

市民の共有の財産として質の高いみどりを守り育てよう 

 

 

小平グリーンロード 

市民による公園の活用 グリーンフェスティバル 

お問い合わせ 

小平市 環境部 水と緑と公園課 

〒187-8701  

東京都小平市小川町二丁目1333番地 

電 話 番 号  （042）346-9830  

Ｆ Ａ Ｘ （042）346-9513 

電子 メール koen@city.kodaira.lg.jp 

公園における台風による倒木被害 

令和3(2021)年3月 

多様な主体がみどりのまちづくりに関わろう 

 

概要版 

緑化重点地区 

 

 

 

～みんなでつなげる人とみどりがいきるまち～ 

 

 



みどりの将来像 

 

 

 

 

本計画では、みどりの保全、創出、維持管理、活用など様々な取組を通じて、市民とみどりをつなげながら、市

民とみどりがともにいきいきと生きる・活きるまちを目指す、という意味で、みどりの将来像を「みんなでつなげる 

人とみどりがいきるまち」とします。 

小平グリーンロード、幹線道路沿いのみどり、用水路のみどりを中心とした水と緑のつながりを大切にし、公園や

樹林地など個性豊かな小平のみどりを次世代に引き継いでいきます。 

 

みどりの将来構造 

 

 

みどりのまちづくりの基本方針 

（１）市民の共有の財産として質の高いみどりを守り育てよう 

みどりの骨格である小平グリーンロードや中央公園、都立小金井公園などの大規模な公園、樹林地や農地、 

用水路等は、市民共有の財産であるとともにまちの魅力を高める重要な要素であるため、これからも守り育て、 

次世代へと引き継いでいきます。 

（２）市民生活や様々な活動の中でみどりを活かそう 

小平グリーンロードや樹林地、農地など小平らしいみどりの個性を活かしながら、従来の保健・福祉・レクリエー 

ション、防災、環境保全等に加え、学習、交流・観光・地域活性化等の分野でもみどりの積極的な活用を図りま 

す。 

（３）多様な主体がみどりのまちづくりに関わろう 

みどりの活用による市民生活や活動の充実に向けて市民への意識啓発に取り組むとともに、より多くの市民が 

みどりに関わる取組を推進します。 

 

●みどりの拠点 

みどりの拠点 概要 

公園・緑地のみどり 概ね 3,000㎡以上の公園・緑地 

施設等のみどり 公共施設や民地においてまとまったみ

どりがあるオープンスペース 

 

●みどりのゾーン 

みどりのゾーン 概要 

農住環境育成ゾーン 街道沿いの屋敷林、農地、用水路など

が分布するゾーン 

樹林環境育成ゾーン 規模の大きな雑木林がまとまっている

ゾーン 

市街地環境育成ゾーン みどり豊かな市街地が形成されている

ゾーン 

郷土景観保全ゾーン 屋敷林や雑木林、南北に地割された

短冊形の農地、用水路など、特に郷土

性が高いゾーン 

 

●水と緑のネットワーク 

水と緑のネットワーク 概要 

小平グリーンロード 

狭山・境緑道、玉川上水、野火止用水

などで構成する小平市を一周するみど

りの骨格 

幹線道路沿道のみどり 幹線道路の街路樹や沿道緑化等によ

る連続したみどりの軸 

用水路のみどり 小平グリーンロードに含まれる用水路な

どによるネットワーク 

 

みどりの将来構造図 

小平市のみどりの維持・保全を図りながら、みどりの将来イメージを実現するため、みどりの現況を踏まえて、みどりの拠点、みどりのゾーン、水と緑のネットワークから 

構成されるみどりの将来構造を設定しました。 

 

みんなでつなげる 人とみどりがいきるまち 


